
 

 

 

 

 

 

プログラムプログラムプログラムプログラム    

13:30-13:40 開会のあいさつ（岩手県知事 達増拓也） 

13:40-14:00 難分解性有機フッ素化合物の安全対策（国立医薬品食品衛生研究所 大野泰雄 所長） 

14:00-14:20 難分解性有機フッ素化合物：過去、現在、未来（米国環境保護庁 Dr. Andrew B. Lindstrom） 

14:20-14:40 日本における難分解性有機フッ素化合物汚染の現状（岩手県環境保健研究センター 齋藤憲光 研究専門員） 

14:40-15:00 難分解性有機フッ素化合物体内負荷の新しい生物指標（中国大連理工大学 金一和 教授） 

15:00-15:20  ＜休憩＞ 

15:20-15:40 難分解性有機フッ素化合物毒性の最近の理解（米国環境保護庁 Dr. Christopher S. Lau） 

15:40-16:00 難分解性有汚染物質対策における発生源の重要性（韓国釜慶大学 玉坤 教授） 

16:00-16:20 難分解性有機フッ素化合物類の排水処理（京都大学大学院 田中周平 准教授） 

16:20-16:40 難分解性有機フッ素化合物の環境リスクにおける課題（国立環境研究所 白石寛明 環境リスク研究センター長） 

16:40-16:50 閉会のあいさつ（岩手県環境保健研究センター 滝川義明 所長） 
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難分解性有機フッ素化合物はテフロンなどの原料や化粧品、衣類のコーティングなど様々な分野で使難分解性有機フッ素化合物はテフロンなどの原料や化粧品、衣類のコーティングなど様々な分野で使難分解性有機フッ素化合物はテフロンなどの原料や化粧品、衣類のコーティングなど様々な分野で使難分解性有機フッ素化合物はテフロンなどの原料や化粧品、衣類のコーティングなど様々な分野で使
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いわていわていわていわて    

国際環境シンポジウム 
難分解性有機フッ素化合物汚染の現状と将来展望難分解性有機フッ素化合物汚染の現状と将来展望難分解性有機フッ素化合物汚染の現状と将来展望難分解性有機フッ素化合物汚染の現状と将来展望
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